
 別 紙 

災 害 出 場 票 
 
 

京橋消防団長 殿 
 
第五分団長 

 
（記入者  階級 副分団長長 氏名 大野 太郎 ）

出 場 日 時  平成 １６年 ４ 月 １０日（団活動時間：１３時４０分から １４時３０分まで）

出 場 場 所    中央区 入船町 三丁目 １番 ６号     

災 害 種 別     火災・ 水災 ・ その他の災害（       ）（該当を○で囲む。） 

災害規模等 建物火災 防火２／０、木造１／０ ２棟   計１５０㎡焼損 
※記入例：建物火災  防火２／０  １棟  ５０㎡焼損 

出

場 階 級 氏 名 任 務 班 備 考
出

場
階 級 氏 名 任 務 班 備 考

 分団長 熊谷 二郎  分団本部       

 副分団長 大野 太郎 分団本部       

 副分団長 佐山 三郎 分団本部       
 部長 西澤  弘 情報収集班       
 部長 谷口  正 住民指導班       
 部長 佐藤 五郎 消火班 機関員      

 部長 青柳 四郎 消防隊応援班       
 部長 檜垣 六郎 情報収集班 普及員      

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

出場団員合計 ５名 
※ １ 階級、氏名、任務班は、全分団員について事前に記載してあります。 
※ ２ 任務班は、火災及びその他の災害における任務班を記入してあります。 
※ ３ 出場した団員については、「出場欄」に○を記入して下さい。 
 

１ 全分団員の、階級、氏名、任務班

等が事前に印刷してあります。 
２ 備考欄は、資格やその他必要事項

について入力してあります。 
３ 団長等、団本部員の出場について

は、火災現場を受け持つ分団の空欄

に記入します。 

出場してきた団員は、現場で○

を記入します。 

記入例です！ 

表面の活用要領 
１ 出場団員の確認に活用します。

２ 分団長等が出場団員に任務

付与する際に、任務班や資格等

を参考として活用します。 

記入要領 
網掛け部分ついて、現場で消防

団員が記入します。（表面、裏面）

その他の災害における「危険排除」「救

助活動」などの災害種別を記載します。 

災害規模については、焼損面

積（概略）を必ず記載します。

（表） 



具 体 的 な 活 動 内 容

実施した活動に○を付け、実施人員を記入する。（１名で複数の活動を実施した場合は、全て記入する。）
 
[可搬ポンプの搬送] 

・可搬ポンプの搬送（手引動力ポンプ・可搬ポンプ積載車）（該当を○で囲む。） 

 

[現場本部の設営等] 

・現場本部旗の掲出（ １名）     ・消防団現場本部での任務付与・活動指揮（  名） 

・その他（                                ）（  名） 

 

[情報収集等] 

・情報収集（ ３名）         ・現場広報（  名） 
・その他（                                ）（  名） 
 
[署機関員補助] 

・機関員の補助（  名）       ・消火栓部署の安全監視（  名） 
・吸水措置の支援（  名）      ・防火水槽への充水（  名） 
・その他（                                ）（  名） 

 
[消防警戒区域の設定] 

・消防警戒区域の設定（  名）    ・交通整理（  名） 
・その他（                                ）（  名） 
 

[避難誘導、救護等] 

・梯子の搬送、確保（  名）     ・避難誘導（  名） 
・救助者の搬送支援（  名）     ・現場救護所の支援（  名） 
・応急救護（  名）         ・空気ボンベの搬送（  名） 
・照明（団投光器）（  名）      ・照明（署投光器）（  名） 
・その他（安全員として、現場活動における出場団員の安全を確保した。     ）（ １名）

 
[屋外からの筒先配備] 

・隣棟への警戒筒先配備（可搬ポンプ）（  名）・隣棟への警戒筒先配備（署ポンプ車）（  名）

・飛火警戒（  名） ・その他（                       ）（  名）

 
[屋外からの注水・延焼阻止（残火、警戒筒先は含まない。）] 

・消火（可搬ポンプ）（ 名）       ・消火（署ポンプ車）（ ３名） 
・署筒先確保、補助（  名）      ・署ホース延長支援（  名） 
・その他（スタンドパイプを活用、消火栓にホースを直結し消火活動を実施した。）（ ２名） 

 
[水損防止] 

・防水シートの搬送（  名）     ・水損防止活動（  名） 
・その他（                                ）（  名） 
 

[鎮圧、鎮火後] 

・ 残火処理（可搬ポンプ）（  名）   ・残火処理（署ポンプ車）（  名） 
・ 照明（団投光器）（  名）      ・照明（署投光器）（  名）    
・ 破壊器具による活動（  名）    ・署資機材の撤収（  名）      
・ 再出火防止の警戒（  名） ・その他（堆積した可燃物を屋外へ搬送した。 ）（ ２名） 
 
[その他、上記以外の活動] 

・（                                   ）（  名） 
・（                                   ）（  名） 

 

実際に活動を実施し

た人数を記載します。 
出場団員数ではあり

ません。 

記入要領 
１ 網掛け部分を参考に、現場で消防団員が

記入します。 
２ 記入項目にない活動や特筆すべき活動

については、「その他」の欄に記入する。

３ 水防活動についても、「その他」の欄に

記入します。 

裏面の活用要領 
１ 分団本部員等が、出場団員に対する任務

付与を行う際や署隊現場指揮本部への団

活動状況の報告する際等に活用します。 
２ 消防署隊との連携が効果的に行なわれ

ているか、効果的な消防団活動が行なわれ

ているかなど、団本部や署防災係が検証す

る際に活用します。 

可搬ポンプを搬送していない場合は記入しません。

消火器による初期消火や C 級ポンプ
（市民消火隊用）など、消火活動全般

については、この欄に記入します。 

（裏） 


